
【様式１】

国
語

・漢字を正確に読み書きすることや日常的に使用することに課題
がある。（読みに課題：1割　書きに課題：２割　日常的に使用す
ることに課題：３割）
・文章の構成「はじめ・なか・おわり」に気を付けて書く力に課
題がある児童が約４割程度いる。

学習活動の充実
・新出漢字の指導を計画的（１日に３文字ずつ）に行い、取りこぼしがない
ようにする。
・例文を声に出して読んだり、自分が書いた文章を声に出して読んだりする
ことで、正しく読む力を高めたり、漢字の日常的な使用につなげることで、
各課題ごとに５％以上向上させる。
指導計画の工夫
・ねらいや相手、目的が明確な書く活動を計画的に指導計画に入れる。
・児童の意欲を引き出させる題材を工夫する。
個に応じた指導
・支援のレベルによって学習モデルを提示し、個別指導の充実を図る。
〇７割以上の児童が「はじめ・なか・おわり」を意識して文章を書けるよう
にする。

算
数

・基礎的な加減乗除の計算に時間がかかる児童や結果の正確性が
不安定な児童が、３割程度いる。（前年度までの学習の理解及び
習得が不十分）
・文章題の内容理解（構造把握）に課題があり、問題に正対した
解答をすることに課題のある児童が、約５割程度いる。

指導計画の工夫
・既習事項を理解・習得する時間を、毎時間数分間取り入れるこ
とで、前年度までの学習内容の理解を促進する。
学習活動の充実
・誤答分析の時間を計画的に設け、共通の言語として注意点を理
解させる。
・具体物や図を積極的に活用して、文章を視覚的にイメージしや
すくし、８割以上の児童が理解できるようにする。
学習集団編制
・単元ごとに既習事項を把握するレディネステストを実施し、課
題に応じた学習集団編制（習熟度別少人数指導）をする。
・学習集団ごとに、問題設定や学習展開及び手立ての工夫をし、
それぞれの課題に合った指導を展開する。

理
科

・生活経験などから問題づくりをすることに課題がある児童が３
割程度いる。（頭の中ではうかんでいても自分の言葉で声を発す
ることが苦手）
・実験結果からどのようなことが分かるのか、考察に課題がある
児童が３割程度いる。

学習活動の充実
・生活経験になるような実験をしてから問題づくりに取り組ませ
る。問題の「～だろうか。」といった語尾の言葉に注目させて取
り組ませる。８割は以上の児童が想起して書けるようにする。
まとめ・振り返りの充実
・実験の目的を思い出させるために、めあてや問題に戻って考え
るように指示する。８割以上の児童が書く活動の際に意識して書
けるようにする。

体
育

・体を支持する腕の力や、前転や後転において体を支えることに
課題がある児童が２割程度いる。
・立ち幅跳び、反復横跳び、５０ｍ走など全身を連動させてする
運動（脚力）に対して、課題が見られる児童が２割程度いる。

指導計画の工夫
・年間を通じて準備運動の中に「自分の体を支える運動」を取り
入れて継続的に繰り返し取り組むことで、８割以上の児童が腕支
持のコツを掴むことができるようにする。
・学習内容に合った補助運動に十分に取り組み、全身を使う運動
経験を確保する。
学習活動の工夫
・児童同士で動きを見合う時間を設定し、よい動きをモデルとし
たり、個別支援の充実を図ったりして、活動に対する意欲を高め
る。
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